
｢新春に想う｣

水保自治会長　小山豊博

明けましておめでとうございま
す｡会員の皆様には御家族お揃いで御健勝にて新春をお迎えになられ心より御祝い申し上げます｡

旧年中は､自治会の運営に対し
まして深い御理解と心からのご支援を賜り､厚-御礼を申し上げます｡

さて'過ぎし一年を振り返って

みますとき､わが町の四大行事をはじめ諸行事にも､また集落営農

ビジョン各部会の皆様を中心に｢明る-活力あふれた住みよい町づ-り｣をテーマにした推進事項のすぼらしい盛り上がりをみましたことは､会員の皆様の行事1つlつを成功させてやろうと親身になった御協力のおかげであり､その結果'大きな成果を治めさせていただいたと考えております｡心より感謝申し上げます｡
街角の花壇は､各種婦人'子供

会の奉仕で花を植え替えされ､椅産になりました｡

またへ義勇消防隊の御協力でコ

スモス花園も蘇り面目も維持することができました｡

市の行政側へ申請し着工しまし
た二十三号線工事も､一期二期と順調に進んでおりますが､氏神様への参拝には大変御不自由をおかけしております｡年度末には完成予定ですので､いま暫く御協力を御願い申し上げますo

わが町の守り神｢玉依姫命｣を
お祭りする氏神様の樹下神社境内に､三百本の萩を植樹しました｡秋には､美しい花をつけてくれることでしょうC

また'私たちの生活改善と環境
整備に'大きい期待をもった待望の集落排水事業の着工の年であり

､快適な将来を期待して'お互い
に辛抱していただくとともに御協力を御願い申し上げます｡

思い出多い野洲川も'近い将来
には平坦化される計画であり'地元の要望を十分に採り入れた自然を生かした公園になるようです｡

遠野小学校も改築され､その周
辺は水保町の行政区域に編入され

､それに伴う環境づくりも行政側
に申し入れております｡

今年の水俣町は､大変すぼらし

い夢の多い年になりそうです｡

会員の皆様方には､御健康に留
意され'希望を持って｢未来に残したい町づ-り｣に推進寄与されんことを祈念しっつ､新年のご挨拶とさせていただきます｡

水保の歴史

水保は､むかしから水にはずいぶん悩ま

されました｡明治18年の水害の山が､最近まで残っていました｡
このときの水で､水に流されて

松の木に登って助けを求めていたら､蛇がたくさん登ってきて困ったそうです｡助かったのに､蛇の怖い人は手をはなして流されて行
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新成人の船介

平成七年の運勢

今年の気象は天候不順で前半は

風雨多-肌寒い日が多くなり農作物の被害対策が必要でしょう｡
後半は晴天の日が多くさわやか

な秋晴れが続きそうですが冬が早-なる予想です｡災害では地震や水害など天災が起こりやすく交通事故など人災にも十分注意が必要です｡経済面は､いつ降り出すかわからない不安定な景気が続きますが後半にゆっくりと上向きに転じます｡｢水は器に従う｣の例えの通り'今年は柔軟性を持って変

水保町では次の方々が､新成人とな

られます｡

おめでとうございま･h｡

(敬称略)
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化に対応する心構えがたいせつです｡｢運勢宝艦｣東洋運勢学会　参照

ったといいます｡

切れ所に近いところに｢カイゴ

メ｣　(買米)という地名があり､米が採れず苦労した名を残しているのです｡

残った堤防に'カミサン松や天
神松という大きな松の木がありました｡ここで､お火たきや､左義長をやっていたそうです｡

大水で困った水保ですが､水保
地先はカゴ田(砂利層)が多いので､干ばつに困りました｡

雨が十日も降らないと､雨乞い
をしたそうです｡水保のアマガエルというあだ名があったそうですが'しょっちゅう雨乞いをしていたそうです｡お宮さんの所に雨ツボがあり､この雨ツボから大蛇が出てくる出し物を作り､上水保と下水保で競いあったそうです｡

亀さんもたくさんいて'水保の

カメさんは三本足ということで神様の使いといわれていたそうですが'今まで見た人はおりません｡

雨が降りますと'雨ヨロコどの

触れが廻って三日間休みを作りズイキミコシを競争で作ったようです｡また､お宮のパンパで馬かけもやったようです｡

水保には､御輿が埋めてあると

いう場所があります｡ミヤニシもそのTつですが､本当に埋まっているのでしょうか?

(守山往来から)
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今年の年男･年女(イノシシ)磨◎　ご存じですか?　水保町民の人数!
水保町民の全人口は,平成6年4月末現在で599人です｡
また､明治生まれから平成生まれまでの年代別人数は､次表のとおり
となっています｡

明治35年･-明治45年

大正　2年一一大正1 5年

昭和　2年--昭和　9年

昭和10年-昭和1 9年

昭和20年-昭和29年

昭和30年--昭和39年

昭和40年-昭和49年

昭和50年-昭和59年

昭和60年一一平成　6年

女　313人
(内　31人)

生まれ年男　286人

(内　24人)

※内書は年男(女)の人数(単位:人)

こんな活動をしていますo

【水俣義勇消防隊】
地域防災については､誰しもが

関心をもっておられると思います

大きくみれば個々の家庭内での

防災意識の部分と共同地域内(自治会等)　での共同防災意識の二つの部分があると思います｡

我々義勇消防隊は'後者の立場

から前者の意識向上と災害時における被害の軽減を目的として組織されています｡

我々は､特に防災を中心にした

活動をしており'毎月一度の消火器具点検､婦人消防隊の方々との合同訓練による指導等､さらに'年末には防犯を兼ねた夜警等を行っています｡また'年二回程､婦人会の会員さんとの合同訓練も行っています｡

今後も､地域防災の意識向上と

災害のない水保町を目ざし十二人の隊員一丸となって頑張ってまいりますので'町民皆様の温かいご支援をよろし-お願い致します｡
なお､昨年の年末に消火栓の設

置場所の地図を各家庭に配布しましたので､確認をお願いします｡

(隊長)

サークル相介

◎水保習字教室｢コスモス会｣

地域婦人会のグループ活動の一

つであり､地域に根ざし､幅広く学習する場､仲間づくりの場として今年水保町に誕生した習字教室

◎　十二年ごとの主な出来事明治44年大正12年昭和10年

東京吉原で大火事(六五一〇戸焼失)関東大震災(死者九万一千人)女性のパーマ大流行ヒットソング｢二人は若い｣

昭和34年

宝-じ発売(一等賞金百万円)ヒットソング｢噂-な小鳩よ｣皇太子　(現天皇陛下
)　結婚式挙行

伊勢湾台風ヒッーソング｢黒い花びら｣

昭和46年昭和58年

沖縄返還調印ボーリング大人気ヒットソング｢わたしの城下町｣｢おふくろさん｣NHK連続ドラマ｢おしん｣放送ヒットソング｢矢切の渡し｣

｢コスモス会｣｡現在会員は二十七名｡西町在住の藤田恵美子先生の指導の下'毎月第三土曜日の夜八時から公民館で活動しています｡

平素､筆をもってゆっくり書く

というゆとりや､チャンスの少ない主婦同士が'｢何十年ぶりやろ
｣､｢子供に頑張りやって言われ

て｣'｢ヘ-､作品展に!はずかしいわ!｣等々-

和気あいあいの中'真剣に筆を

動かし'時間の経つのも忘れて楽しい一時を過ごしています｡

昨年九月の敬老会の場で'第一

回の作品展を開きました｡
一昨年の秋に見事に花咲いて'

私たちの心にうるおいを与えてくれた｢コスモス｣　にあやかって名づけたこの会が､ますます仲間を増やし発展していくことを願っています｡

なお'来たる二月十二日　(日)

に､市民ホールにおいて､レディースコミュニティと銘打って､作品展が開かれます｡

興味ある方'是非ご来場くださ

成人式祝賀駅伝にご声援を〃日　産
=　l月十五日　(祝)　　　　　盈

九時三十分　スタート1-

水保愛郷会チームとして'次の

選手が各区間で力走します｡
皆さんの応援をお願いします｡

補五四三二一
欠区区区区区

小山俊彦　長所　1諾ポンプ鳩北村久雄下村信一北村一博今井保智今井　薫

坪山ポンプ鳩1笠センター触誉ンタItボンダラン
雲ダラン1毒炎バス停

三宅男蒜1絹志望園

なお､水保バス停前の通過予定
時刻は午前十時頃です｡

(代表　西村由紀子)

お知らせコーナー○『お宮さんの周辺に萩の苗を』
去る十l月二十日に'宮世話さ

んと自治会役員さんで'樹下神社周辺に｢萩｣　の苗が植えられました｡

これは､｢びわこ銀行の緑と水

の基金｣　について助成金を請求し
､これが得られたので実現したも

のです｡

今年の秋は､お宮さんがきれい

な萩の花で囲まれるのが楽しみですQ　　　　　　　　　　　　　　　也

あなたの意見を

聞かせてくだをいク

投稿箱が水保集落センター玄関
横に設置されました｡

気軽に､どしどし応募してくだ

さい｡

○自治会にもの申す○住みよい町つ-り
への提言

○各部､各会の紹介○私の体験談○俳句､短歌等○広報部へのアドバイス

などなど

(広報部)


